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古
代
中
国
の
鍼
灸
に
関
す
る
も
の
の
中
で
、
特
に
孔
穴
に
つ
い

て
考
え
る
場
合
に
は
、
当
然
『
鍼
灸
甲
乙
経
」
（
以
下
『
甲
乙
経
」

と
略
称
）
が
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
が
、
北

宋
・
天
聖
五
年
（
一
○
六
六
）
に
『
銅
人
瞼
穴
鍼
灸
図
経
」
（
以
下

「
銅
人
」
と
略
称
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
あ
ま
り
「
甲
乙

経
」
は
刊
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
南
宋
の
「
鍼
灸
資
生

経
』
や
明
初
の
『
医
学
綱
目
」
な
ど
に
引
用
が
見
ら
れ
る
程
度
に

な
っ
た
。

し
か
し
古
代
の
孔
穴
に
関
す
る
典
籍
の
多
く
が
亡
供
し
て
い
る

現
在
で
は
『
甲
乙
経
』
が
古
代
の
孔
穴
の
学
を
伺
う
こ
と
の
で
き

る
資
料
で
あ
り
、
「
明
堂
』
の
復
元
（
穴
の
位
置
所
属
経
脈
、
主

治
症
な
ど
）
の
検
討
や
階
唐
時
代
の
鍼
灸
を
研
究
す
る
場
合
に
も

関
わ
っ
て
く
る
。
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「
聖
済
総
録
』
鍼
灸
門
所
引
の
「
甲
乙
経
」

に
つ
い
て

上
田
善
信

よ
っ
て
『
甲
乙
経
』
の
孔
穴
に
関
す
る
条
文
は
、
孔
穴
の
配

列
、
位
置
、
所
属
経
脈
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
情
報
を
含
ん
で
い

る
の
で
、
孔
穴
の
研
究
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
文
献
で
あ
る
。

『
甲
乙
経
」
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
『
千
金
方
』
や
『
外
台
秘

要
方
」
の
よ
う
に
宋
版
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
現
在
で
は

古
今
医
統
正
脈
全
書
本
（
以
下
医
統
本
と
略
称
）
、
明
藍
格
抄
本

（
以
下
明
抄
本
と
略
称
）
、
紗
正
統
本
（
以
下
正
統
本
と
略
称
）
の
三

種
の
版
本
を
用
い
、
さ
ら
に
「
素
問
』
宋
臣
注
、
「
資
生
経
』
、

『
医
学
綱
目
」
な
ど
を
校
勘
資
料
と
し
て
用
い
ざ
る
を
得
な
い
。

北
宋
・
徽
宗
の
勅
命
に
よ
り
政
和
年
間
二
二
一
～
二
一

八
）
に
編
募
さ
れ
た
『
聖
済
総
録
』
全
二
百
巻
は
宋
代
最
大
の
医

学
全
書
で
あ
る
。
そ
の
彪
大
な
内
容
の
中
に
宋
代
以
前
の
医
学
書

の
引
用
が
あ
り
、
巻
百
九
十
一
～
巻
百
九
十
四
に
あ
る
鍼
灸
門
に

も
『
甲
乙
経
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
引
用
条
文
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
検
討
を
行
っ
た
の
で
結
果
を
報
告
す
る
。

鍼
灸
門
に
み
え
る
『
甲
乙
経
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
「
甲
乙
経

云
」
と
明
示
が
あ
る
全
三
十
五
条
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
巻

百
九
十
二
（
十
一
条
）
、
巻
百
九
十
三
（
十
六
条
）
、
巻
百
九
十
四

（
八
条
）
で
あ
る
が
「
甲
乙
経
」
巻
十
一
か
ら
の
引
用
一
条
を
除
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門
、
在
膀
下
三
寸
、
足
三
陰
任
脈
之
会
。
刺
入
二
寸
、
留
七
呼
、

灸
七
壮
」
（
傍
線
部
の
み
が
鍼
灸
門
の
引
用
部
分
）
。

さ
ら
に
医
統
本
・
明
抄
本
・
正
統
本
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い

る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
巻
百
九
十
二
治
咳
嗽
灸
刺
法
「
灸
謄
中

三
壮
、
…
甲
乙
経
云
、
一
名
元
兒
、
在
玉
堂
下
一
寸
六
分
、
直
乳

く
三
十
三
条
が
「
甲
乙
経
』
巻
三
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
巻

百
九
十
四
治
鬼
魅
諸
邪
病
灸
刺
法
の
「
芳
庭
二
穴
、
甲
乙
経
云
、

穴
在
脅
堂
下
二
骨
間
陥
者
中
、
挙
腋
取
之
、
各
灸
三
壮
。
主
卒
暴

中
飛
Ｆ
遁
Ｆ
、
胸
脇
支
満
、
時
上
槍
心
、
嘔
吐
喘
逆
、
咽
乾
脇
痛

（
『
外
台
」
無
各
字
、
下
Ｆ
作
及
）
」
の
芳
庭
穴
は
「
甲
乙
経
』
に
は

見
え
ず
、
『
千
金
方
」
で
は
な
く
「
外
台
秘
要
方
』
巻
三
十
九
か

ら
の
引
用
で
あ
る
。

『
甲
乙
経
』
の
引
用
は
、
節
略
し
た
も
の
で
あ
っ
て
全
文
を
引

用
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
巻
百
九
十
四
治
婦
人
諸
疾

灸
刺
法
「
灸
関
元
七
壮
、
…
甲
乙
経
云
、
小
腸
募
也
、
一
名
次

両
間
陥
中
①
、
任
脈
気
所
発
、
姓
如
半
棗
核
大
②
」
（
①
医
統
本

無
直
乳
両
問
陥
中
六
字
、
明
抄
本
・
正
統
本
作
陥
者
中
②
医
統
本
・
明

抄
本
・
正
統
本
無
姓
如
半
棗
核
大
六
字
汽
巻
百
九
十
三
治
失
欠
灸

法
「
通
里
二
穴
、
…
甲
乙
経
云
、
手
少
陰
絡
①
、
在
腕
後
一
寸
、

例
え
ば
、
巻

，
甲
乙
経
云
、

走
②
手
太
陰
③
、
各
④
灸
五
⑤
壮
」
（
①
医
統
本
・
明
抄
本
・
正
統

本
絡
作
経
、
②
医
統
本
・
明
抄
本
・
正
統
本
走
作
別
走
、
③
医
統
本
・

明
抄
本
・
正
統
本
陰
作
陽
、
④
医
統
本
・
明
抄
本
・
正
統
本
無
各
字
、

⑤
医
統
本
・
明
抄
本
・
正
統
本
五
作
三
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
聖
済
総
録
」
鍼
灸
門
に
お
け
る
『
甲
乙
経
」

の
引
用
は
巻
三
の
孔
穴
条
文
を
節
略
引
用
し
、
施
灸
条
文
に

「
各
」
字
や
交
姓
の
形
状
を
付
加
し
た
も
の
で
、
医
統
本
、
明
抄

本
、
正
統
本
の
各
版
本
と
比
較
し
て
も
異
同
が
多
い
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
こ
と
は
『
聖
済
総
録
』
に
引
用
さ
れ
た
『
甲
乙
経
」
は

現
伝
の
版
本
と
は
別
の
版
本
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

あ
ま
り
に
も
異
同
が
多
く
引
用
の
正
確
さ
に
疑
問
が
あ
る
。
た
だ

鍼
灸
門
に
は
『
千
金
方
』
『
千
金
翼
方
」
「
外
台
秘
要
方
』
な
ど
も

引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
文
献
の
引
用
の
さ
れ
方
を
確
認
す

る
ま
で
は
結
論
を
保
留
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


